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視覚による現代人の食のイメージと食嗜好性

大 谷 貴美子(京 都府立大学人間環境学部助教授)

いて検討した。
は じめ に

我々が食べ物をおいしいと感じる際には,味 覚

だけでなく視覚,嗅 覚,触 覚,聴 覚などの感覚を

動員して判断しているが,特 に食品の色,形,大

きさ,盛 りつけなどの視覚から入る情報は,お い

しさを確信し,満 足感を生み出すための重要な役

割を担 っている1)。さらに,「これを食べたい」,

「これを買いたい」 という意志決定をさせるため

の最初の刺激は視覚によるところが最も大きい。

食品の色彩嗜好に関する研究はこれまでにもい

くつかなされてお り,一 般的に赤,澄 などの暖色

系は食欲を昂進させ,青,紫 などの寒色系は食欲

を低下 させるとの報告2・3)がなされている。また,

色と味に関 しては赤,ピ ンクに対 しては 「甘い」,

黄色に対しては 「酸 っぱい」4),暗い赤に対 して

は 「辛い」,暗 い黄色,緑 に対 しては 「苦い」5,6>

などのイメージがあるとの報告 もあり,食 品の色

と味覚には密接な関係があるとされている。しか

しながら実際に具体的な食品を例に挙げての調査

研究は少なく,形 態との関係にまで踏み込んだ研

究はさらに少ない。

そこで本研究では,視 覚による現代人の食のイ

メージとして,第1の 研究では,味 のバラエティ

とパッケージデザインが豊富な缶ジュースに着目

し,ジ ュースの缶の表面色がジュースの味等の各

種感覚特性にどのように関わっているかを検討し

た。第2の 研究では,朱 塗りと黒塗 りの皿の上に

種々の形の物相型で型抜きした御飯をを提示 し,

それらに対するイメージ特性の違いをSD法 を用

1.研 究1.ジ ュースの缶の表面色が各種感覚特

性に与える影響

缶コーヒーにおいては中身が同じでも缶のデザ

イン色により風味やおいしさに影響を与えること

が報告されているがη,我 々もパッケージデザイ

ンとしてのジュースの缶の表面色が消費者にどの

ような感覚特性をイメージさせているかを,さ ら

に詳しく検討するために文化的背景の異なる日韓

で比較検討を行った。 また,我 が国においては,

世代間の比較も行った。

1.1調 査方法

図1に 示すように5段 階に明度の差をつけた5

色の標準色カラーチップを缶ジュースの形に切 り

パネラーに提示した。各色,ビ ビッドカラーを基

準色とし,そ れぞれ低明度側,高 明度側に2色 ず

っ配置 した。カラーチップの色名および色の分析

結果は表1に 示した通りである。パネラーは日本

人211名(8～17歳31名:男14名,女17名,18歳

～24歳142名:男38名,女104名,60歳 以上38名:

男10名,女28名)韓 国人74名(18歳 ～25歳:女74

名)で ある。アンケー トでは甘さ,冷 たさ,さ わ

やさかなど21項目の各種感覚特性に最も当てはま

る缶の色の番号を選んで記入させた。また,各 感

覚特性で最 も多く選ばれた色,9色 を選定し,そ

れらの色から連想する食品を調べた。

統計 処 理 に はSPSS(Windouws7.5Ver-

sion)を 用いた。また,色 の測定は,デ ジタルカ

メラで缶の正面画像をコンピューターに取り込み,
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図1ア ンケートに用いた缶ジュースの表面色

最も使用面積の大きい色を東洋紡社製の画像処理

装置を用いて測定した。

1.2結 果および考察

(1)色 彩と各種感覚特性との関係

缶の表面色と各種感覚特性との関係は,表2に

示 した通 りであるが,日 韓の学生間に有意な差

(x2検 定,p<0.05)が 認められたのは,甘 さ,

酸っぱさ,苦 さ,渋 さ,冷 たさ,爽 快さの6つ の

感覚特性であった。甘く感 じるものとして,我 が

国 の学生で は紫3を 選択 した者 が最 も多 く

(25%),次 いで赤1,2を 選択した者が約35%

であった。韓国では黄3を 選択した者が最 も多 く

(18%),赤 にっいては赤1を 選択 した者は殆ど

な く,代 わって赤2,赤3を 選択した者が32%認

められた。日韓ともに共通 して選択された赤2か

らはともにオレンジをイメージしている者が最も

多かった。日本で殆 ど選択されず韓国で多 く選択

された赤3は,韓 国ではイチゴがイメージされて

いたのに対して,日 本ではトマ トが連想されてい

表1カ ラーチップの色
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た。また日本で多 く選択 された紫3は,我 が国で

はブドウを連想するものが全体の約60%あ ったの

に対して,韓 国ではブドウが15%,す ももが約10

%と 分散する傾向が認められた。また,な ぜ韓国

において黄3が 多く選択されたかについては,連

想する食品からは判断できなかった。

韓国では缶ジュースの種類が我が国に比べかな

り少なく(本 調査年度は,韓 国での市販ジュース

の種類は日本の約1/10で あった。),ま た種類が少

ない割には表面色が黄色の缶ジュースが多く,特

に米のジュースであるシケやニッキ水に近いスジ

ョンガと呼ばれる甘いジュースが表面色が黄色の

缶ジュースとして市販されてお り,こ のことが黄

色と甘さを関連づける原因になったのではないか

と考えられた。後からも述べるが,韓 国の市販缶

ジュースの缶の黄色は,カ ラーチップの黄3と 近

い色であった。

酸っぱく感じるものでは,日 韓ともに全体の約

80%の 者が色相として黄色を選択 していたが,我

が国では,黄 色の中でもビビッドカラーである黄

3に 選ばれる色が集中していたのに対 し,韓 国で

は黄3を 含め,明 度の高い黄2,黄1に 等分に分

散した。韓国において日本に比 し黄3が 選択され

る割合が低かったのは,先 にも示したように,韓

国では黄3か ら甘さが連想されたためと考えられ

る。黄2か らは日韓ともに70%以 上の者がレモン

を連想していた。

苦く感 じるものや渋 く感じるものでは全体に低

明度の色が選択されたが,韓 国では,5つ の色相

に分散したのに対し,日 本では黄5,緑5に 片寄

る傾向が認められた。これは日本では黄5,緑5

から約60%の 者がお茶を連想 していたのに対 して,

韓国ではお茶を連想した者は10%以 下であり,野

菜,青 汁,ヨ モギ,漢 方薬など,連 想する食品に

ばらつきが認められたためと考えられた。

冷たく感じるもの,爽 快感を感じるものでは選

ばれる明度に差はあるものの,多 くが色相の青を

選択した。冷たさでは韓国では青3が,爽 快感で

は我が国では青1が 多く選択 された。青1か らは

水やスポーツ飲料が多く連想 されていた。



視覚による現代人の食のイメー ジと食嗜好性 105

この他に,日 韓に有意差は認められなかったが,

熱 く感じるものとしては赤3が,ま ずく感じるも

のとしては黄5,紫5な どの低明度の色が,の ど

が渇いているときに飲みたいものとしては青1や

青3な どが多 く選択された。また,疲 れていると

きに飲みたいもの,楽 しいときに飲みたいもの,

リラックスしているときに飲みたいもの,眠 たい

ときに飲みたいものな どの項目では選ばれる色に

一定の傾向はなく,多 くの色に分散した。

次に我国の年齢差による違い(24歳 以下と60歳

以上)に ついて検討したところ,世 代間で有意差

が認められたのは,甘 さ,酸 っぱさ,苦 さ,冷 た

さ(図2～5)で あった。甘 く感じるものでは赤

3と 紫3に 特徴が認められ,24歳 以下では紫3が

有意に多く選ばれ(25%),60歳 以上では,赤3

が有意に多 く選ばれた。酸っぱく感じるものでは

図2† †さと缶の表面色との関係 世代間比較

図3酸 っぱさと缶の表面色との関係 世代間比較

図4苦 さと缶の表面色との関係 世代間比較

図5冷 たさと缶の表面色との関係 世代間比較
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24歳以下で約65%が 黄色3に 集中したが,60歳 以

上では黄色1～3の 他,緑1,2や 青にも分散し

ていた。苦 く感 じるものでは60歳以上高年齢層で

は明度の低い色だけでなく,赤4や 黄4も 選択さ

れ,冷 た く感じるものでは24歳以下で青1,2,

3と 同じ色相に集中(約80%)し たのに対して,

60歳以上では青1,黄1や 紫1な ど明度の高さに

影響を受けていることが示された。

全体的に,我 が国に比べ韓国では選ばれる色が

分散する傾向にあり,ま た我が国では24歳以下で

は選ばれる色が集中し,60歳 以上で選ばれる色が

分散する傾向が認められた。このことは,生 活に

おけるジュースの位置づけとの関連が示唆される。

日常生活の中でジュースを飲む機会が多い者ほど,

色 と味との間に固定されたイメージを持っている

ことが示唆される。つまり,我 が国の若い層は,

高年齢層の人たちと比較して生活におけるジュー

スの位置づけが大きく,そ れだけにジュースのパ

ッケージデザインから固定化された味等のイメー

ジが植え付けられていると考えられる。また日韓

を比較した場合,我 々が調査 した年度には,韓 国

ではわずか70種類ほどの缶ジュースしか市販され

ていなかったのに対し,我 が国では700種 類もの

ジュースが市販されてお り(し かし次年度には韓

国では一挙に倍以上にジュースの種類が増えた),

それだけ我が国の学生の方が,ジ ュースのパ ッケ

ージデザインで作られたイメージに支配 されてい

ると考えられた。

(2)市 販缶ジュースの表面色と糖度の分析

日韓ともに無作為にスーパーマーケットやコン

ビニエンスス トアで缶ジュースを購入し,そ れら

の中から缶の主たる表面色が,赤 色と黄色系統の

ものに焦点を当て分析を行った。分析に供したジ

ュースの数は日本,40種 類,韓 国,50種 類である。

赤色の缶は,日 本ではほとんどがリンゴ,オ レ

ンジ味であったが,韓 国では日本ではあまり見か

けないナツメジュースが含まれている。黄色の缶

は,日 本ではほとんどがオレンジ,レ モン味のも

のであったが,韓 国では日本では見かけないシケ

(米のジュー ス),ス ジョンガ(ニ ッキ味の ジ

ュース)が 含まれている。缶ジュースの缶の表面

色(赤 色 と黄色の部分)を 測定した結果を図6に

図6カ ラーチップの色とジュースの缶の色
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Lab表 色系のa値,b値 で示した。また,同 じ図

中にアンケートに用いた赤色と黄色のカラーチッ

プの色も示した。

市販缶 ジュースの赤色については日本に比 し,

韓国の方がややばらつきが大きかったが,両 国間

に明確な差は認められなかった。黄色についても

日本のほうが鮮やかな傾向があるものの,日 韓の

間に有意な差は認められなかった。 しかし,官 能

検査で甘 さに関連する色として選択されたカラー

チップの色を市販缶ジュースの色と比較してみる

と,韓 国では市販のジュースの缶に使われている

赤色 と近い赤色のカラーチップの色を甘いと判断

したのに対 し,我 国の場合は実際に市販されてい

る缶の赤色 よりも赤色度が低い色を甘いと判断し

たことが示された。黄色についても韓国では市販

のジュースの缶に用いられている黄色とほとんど

同じ色のカラーチップを甘いと感じたことが示さ

れた。日本の学生の方が,韓 国の学生に比べて,

色と味との関係に固定されたイメージを持ってい

るにもかかわらず,な ぜこのようなずれが生じた

かについては今後 さらに検討する必要がある。

次に,こ れらのジュースの糖度を調べたところ

ジュースの平均の糖度は赤色の缶ジュース,黄 色

の缶ジュース共に韓国の方が高い値を示し,日 韓

の間に有意差(p〈0.05)が 認められた。また日

韓共に赤色の方が黄色よりも高い値を示したが,

赤色については日韓の差は約2%で あったのに対

し,黄 色については約3%も の差が認められた。

この結果は甘味と黄色について日本よりも韓国に

おいて強い相関が認められることと関係 している

のではないかとも考えられた。

2.研 究2.物 相型ごはんのイメージ調査

日本料理の世界で比較的よく用いられる手法で

ある型抜き御飯(物 相飯)の イメージが皿の色 と

の組み合わせでどのように変化するのかを,我 が

国の大学生と,御 飯を型でぬ くという調理手法の

ない韓国の学生 との間で比較を行った。

2.1調 査方法

黒塗 り,朱 塗 りの直径15cmの 丸皿に物相型で

抜いた100gの ご飯をのせ,そ れらに対するイメ

ージをS-D法8》によって調査した
。物相型 として

は日本料理の世界で伝統的に使われている丸,梅,

もみじ,末 広の4種 類に,一 般的に物相型 として

は用いられていないハート型を加えた5種 類を使

用した。パネラーは日本 と韓国の大学生で,各 皿

の色,物 相型別に11名～22名である。評価 は表3

に示したように上品な一下品な,美 しい一みにく

いなどの形容語対30項 目を設定し,7段 階評価で

行った。

統計処理にはSPSS(Windows7.5Version)

を用いた。

表3物 相飯のイメージ調査
(S-D法 による用語対)
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2,2結 果および考察

因子分析 を行った結果,日 本では表4に 示すよ

うに第1因 子 として 「趣のある一趣のない」,「洗

練 された一洗練 されていない」,「季節感がある一

季節感がない」などの項目が抽出され,第1因 子

は 「情緒的感覚の因子」と解釈された。第2因 子

は 「暗い一明るい」「地味な一派手 な」「鮮やか

表4日 本の因子分析結果

表5韓 国の因子分析結果

な一くすんだ」,な どの項目が抽出され,「華やか

さの因子」と解釈 された。韓国では,表5に 示す

ように第1因 子 として,我 が国で抽出された 「情

緒的感覚の因子」のほかに 「気にいる一気に入ら

ない」「美味しい一まずい」,「楽しい一楽 しくな

い」,「親 しみやすい一親 しみに くい」な どバネ

ラーの好みに関する項 目が多 く抽出され,「情緒

的感覚の因子」 というよりむしろ,「嗜好性の因

子」と考えられた。第2因 子も日本で抽出された

「華やかさの因子」 と若干異なり,「豪華な一質

素な」,「平凡な一変わった」や 「混沌とした一秩

序のある」など,む しろ 「目立ちやすさの因子」

として解釈された。日韓の因子構造を比較 してみ

ると,日 本においては物相飯を評価する際に,趣

があるかないかなどの,本 来の物相型が意味して

いる季節感(春:梅 や秋:も みじ)や ハレ(め で

たさ:末 広)の 意味づけがきちんとパネラーの意

識の中にあって評価が行われたことが示唆される。

しかしながら,韓 国では御飯を型で抜き,季 節感

やハレを演出するといった習慣がないことから,

すべての物相型が単なる形(パ ターン)と しての

みとらえられ,皿 の色 と御飯の型との組み合わせ

に対して,自 分の嗜好性を重視した評価が行われ

たものと考えられた。

そこで,そ れぞれの国で抽出された因子軸に対

して,各 物相飯がどのような位置づけになるのか

を日韓で比較 してみた。まず日本の因子分析から

得られた第1因 子(情 緒的感覚の因子)を 横軸に

第2因 子(華 やかさの因子)を 縦軸にとったグラ

フ上に(図7),皿 の色,物 相型別に,日 韓の因

子得点(平 均値)を プロットしたところ,日 本に

おいては,第1因 子,第2因 子ともに物相型によ

る差が有意に認められ,季 節を現す代表的な植物

である梅,も みじ,ハ レ(末 広がり)を 意味する

末広型は皿の色に関係なく情緒があると評価され,

季節とは関係のない丸型や物相飯には用いられな
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図7日 本の因子分析て得られた因子軸に対する分析結果

いハー ト型 といったものは,情 緒がないと評価さ

れた。また,朱 塗 りの皿にもみじ型で抜いた物相

飯を除き,従 来から物相型 として用いられている

型の中では,華 やかと評価 されたものは認められ

なかった。しかし,和 食の世界では用いられない

ハー ト型の飯が朱塗りの皿に盛られた場合には華

やか と評価 しており,洋 食のパーティ食がイメー

ジされたのではないかと考えられた。また黒塗 り

の丸皿に盛 られた丸型の物相飯は最も華やかさの

点では低い評価がなされた。一方,韓 国では情緒

があると評価されたものは殆どなく,物 相型によ

る違いも認められなかった。また,華 やかさにつ

いても,朱 塗りの皿に盛られた物相飯が黒塗 りの

皿に盛 られた物相飯 よりやや華やかなものとして

評価されたが,物 相型による違いは認められなか

った。日本の因子軸を中心に分析 した場合,韓 国

では情緒的感覚を表す第1因 子軸上では全体とし

図8韓 国の因子分析て得られた因子軸に対する分析結果

て原点付近に集まる傾向が認められ,情 緒性は殆

ど評価の対象にされていなかったことが窺われた。

次に,韓 国の因子軸を中心に,日 韓の比較を行

った(図8)。 この場合,横 軸は 「嗜好性」,縦軸

は 「目立ちやすさ」となっている。その結果,韓

国では,ど の物相型においても黒塗 りの皿に盛ら

れた方が好まれる傾向があり,さ らにハー ト型,

梅型の物相飯の嗜好性が高かった。一方,"も み

じ型"は もみじとは認識されなかったようで,嗜

好性が低く,む しろ変わったものとして,目 立っ

ものとして評価 されたことが示唆された。黒塗り

の皿に盛られた丸型の物相飯は我が国と同様に最

も目立たないものとして評価された。韓国の因子

軸 に日本の評価点をプロットしてみると,皿 の色

にかかわらず,我 が国では,趣 がないと評価され

た丸型 とハート型が好 まれていないことが示され

た。また,目 立つものとしては,物 相飯としては
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一般的でないハー ト型が選択された。

今回の官能検査では,事 前にそれぞれの物相型

の持つ意味を説明しなかった。したがって,日 常

生活の中で,物 相飯を食べた経験のある我が国の

学生と,食 べたことのない韓国の学生の文化的背

景の違いが,そ のまま物相飯の評価に反映された

ものと考えられる。その結果,我 が国の学生は日

本料理の世界で伝統的に用いられてきた物相型の

中でも特に季節感を感じさせる梅,も みじ,め で

たさの演出としての末広型に対しては好ましい評

価をし,物 相 としては用いられることのないハー

ト型に対しては,華 やかさでは高い評価をしたも

のの,情 緒的感覚の評価では低い評価を行ったも

のと考えられる。それに対 して物相飯を初めて見,

物相の型に対する固定されたイメージがない韓国

の学生においては,梅 やハー ト型などの丸みのあ

るかわいらしい形が好まれ,本 人の嗜好性がその

まま物相飯の評価 となったことが示唆された。 と

くに,"も みじ型"は もみじということが全く理

解されなかったようで,形 が不定形で とがった形

が変わった形と理解され好まれなかったものと考

えられた。

以上のように,我 々の嗜好性は,文 化的背景を

べ一スに,幼 児期からの学習や与えられた情報,

生活体験によって,色 や形,味 に対してかなり固

定されたイメージが作られ影響をうけていること

が分かる。マーケティングという視点からは,そ

れらを分析 し,利 用することが新しい商品を開発

する際や,販 売戦略をたてる場合には重要なこと

である。逆に,我 々消費者サイドから見た場合は,

視覚から与えられるイメージに惑わされることな

く,正 しい商品情報を得る努力が必要となる。色

や形などの視覚を通して入ってくる食のイメージ

という大 きな研究テーマの前で,現 段階では,缶

ジュースと物相飯についてしか検討できていない

が,今 後,さ らに対象領域を広めつつ,本 研究を

発展させたいと考えている。
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KimikoOhtani(FacultgofHumanEnvironment,K}-otoPrefecturalUniversity)

Wejudgethedeliciousnessoffoodsbyusingourfivesences,forexample,Benceof

taste,senceofvision,olfactorysenceandsoon.Especially,theinformationsobtained

throughbythesenceofvision,i.e.foodcolor,foodshape,foodsize,and/ordisharrange-

ment,arethemostimportantforthefirstactiontoselect.

Theseveralstudiesconcerningtothecolorpreferenceinfoodwerealreadyreported.

Itisgenerallyknownthatthewarmcolors,z.e.redandorange,acceleratetheappetiteand

thecoolcolors,i.e.blueandpurple,suppressit.Althoughacolorimageisknowntobe

connectedwithsomesencesoftaste,thedetailswerenotknownyet.

Then,questionnairestudies≪ereperformedinJapanandKoreausingthemodelsof

cannedjuiceandthemoldedricecalledmossozcriceasexamplesinordertoinvestigatethe

relationshipsbetweenvarioussencesandthecolorand/orshape.

Inthestudiesusingthemodelsofcannedjuice,somekindsoftastesenses,i.e.,

sweetness,sourness,coldness,astringencyandbitterness,weresignificantlyrelatedtothe

somelimitedcolors.Andthoseselectedcolorswerealsorelatedtosomenaturalfoods

havingthesimilarhue.Generally,Japanesestudents(18^-24)weretendedtoselectsome

limitedcolorscomparingwithKoreanstudents(18^-24).AndinJapan,thepersonsage

under24(8～24)werealsotendedtoselectsomelimitedcolorscomparingwiththe

personsageover60.ThesesuggestedthatyounggenerationsinJapanweremuchmore

affectedbythecolorimageproducedbythecommercialthanJapaneseageover60and

Koreanstudents.In1997,theyearwhenthisquestionnairestudieswereperformed,the

varietiesofcannedjuiceonthemarketinJapanweretentimesmorethanthoseinKorea.

Theimageforthe7ηo∬oκ ノ'iceshapedbyvariouskindsofricemolds(mo∬oar),plum

blossom,maple,round,fan(suehiro),andheart,wasinvestigatedbyS-Dmethod.Mossoir

ricewasdisheduponthelaqueredwarecoloredblackorcinnabar.Asthereisnotsuch

afoodcultureinKoreaasdisplayingtheseasonorauspiciousbyarrangingthemolded

rice,thestructuresoffactorpatternmatrixobtainedbyfactoranalysesweredifferent

betweenJapanandKorea.Refineness(unrefineness)andbrilliantness(unbrilliantness)

wereextractedinJapan,andlike(dislike)andconspecious(unconspicious)≪-ereextract-

edinKorea.Amongmossouricestudied,theimagesmostlydifferedwerethemossozirice

moldedheartandmaple.AlthoughJapanesestudentsdislikedthenaossotrricemolded

heart,Koreanstudentslikeditmostly.AndKoreanstudentsmostlydislikedmossourice
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moldedmaple.TheseresultssuggestedthatKoreanstudentsmightjudgetheirown

preferenceforthemossouriceasmerelythecombinationoftheshapeofricewiththecolor

ofdishwithoutunderstandingthemeaningofeachshapeofthemold.


